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近年 ケニア各地,各部族で活発 にな りつつある
女性 自助組合運動 (Maendeleo)/aw anawake
Movement)2)が,伝統的に政治参加が厳 しく男
性に限定 されてきた部族社会に,その展開ととも
にどのような変化 をひき起 しつつあるかを,私 自
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小学生は,14) たいていの場合, 自宅から最寄 りの








分の労働量 を他のメンバーに貸与 した り,売 り渡
すことも可能である.一つの家から多数のメンバ












るタキテッチ ･コクウェットのモ リックに参加 し
ている.またB家の婦人は,隣 りのカブスイオン





戸が 1単位 とな り, コクウェットを構成するある
家が,家屋の建設,溜め池の造成,林野の開墾,


















































































根や レゲティエツト･ベル トの代 りに, ｢降伏｣
の印として,- たとえ文盲の人に対 しても-
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発送 し,人々を出来る限 り沢山動員 しようと努め
る.この規模 のものには, トレテットではなく,
スワヒリ語のムチャンゴが用いられる.















は,36)｢-の御茶｣の名 目で トレテットを催 しなが













婚 (カ トウニスイエツト,Katunisiet)｣ という
語は,婚資が完納された後,一般に1人ないし2
人の子供を妻が出産 した後に行われた第 2番 目の
婚姻儀礼 を指すのに古 くは用いられ,第 3番目か
ら第 5番 目までの婚姻儀礼は,人生の後半に執行
されていた.今 日では,夫婦 としての共住 を画す
る第 1番目の婚姻儀礼 (ラテット,Ratet)をも
って ｢結婚｣ と見徹 し,第 2番 目以下の儀礼は,
まず執行 されなくなっているヲ8) このラテット儀



































氏族の者 を殺 した場合,氏族が全体 として,10頭
前後の牛,またはそれに相当する現金 を被害者の
氏族に支払 う法的義務 を負 う.氏族内でも,加害
者 と同 じ支氏族に属する戸主は牛 を1頭,異なる
支氏族に属する戸主は山羊または羊を1頭醸出す
るのが伝統的な出資分担方法である.現在では,
前者が 100ケニア ･シリング,後者 が50ケニアーカ
･シ[)ング支払 うことがむしろ一般的になってい
るチ1)氏族の長老が責任者 となって相当額 を徴収










みの小型 トラックを購入 して運送業務 を行 うため
に,大体 30-40人の男性メンバーによって結成
される.この トラックは,牛乳の運搬のための往
還時 も含めて, ｢乗 り合い トラック｣(マタトゥ,
Matatu)43)としても利用 され,人々や物資の運
搬に活躍する.マタ トゥの経営で利益があがると,


























性格 をかな り濃 く帯びている,カムプニットとキ
プアゲンゲの相違は,メンバーの性別のほかには,
(1)カムプニットでは,設立時に必要な基金が全額



























































留地 (リザ-ヴ)に属 し,他方チェプレルウォ ･
サブロケーションは,かって白人の入植地になっ
ていたで4)_̂この地域の大まかな見取図 (図 6)に
示 したように,その境界はンダナイ丘 (標高 1960
m)とモソニック丘(標高 2000m)の頂を一直線
に結ぶモー リシャス ･トーン45)の垣根によって




長期 ローンを与えて再入植 させたソティツク ･コ
ンプレックスの一部であり,入植者は平均40エー











































図 6を眺めてまず第一 に気付 くのはチ6) モ ソニ ッ 17番のメンバーが, 自動車で30分かかる距離に
ク ･コクウェ ッ ト(スキーム側 )に多少固まる候 あるカイテ ッ ト地区に住んでいるのをは じめ,他
向が見 られ るものの,概 してメンバーが広い地域 にかな り遠方に住 むメンバーが 2名いる.メンバ
に拡散 していることである.また図 7に現われ る -5,16,22,23及びメンバー 3,19,26,29











地 を借 りあげているけれども,実際に使用 してい








積立てることに力点 を置 くべきだとい うものであ
る.資金積立ては,隔週にもたれる会議の主要な




3,000ケニア ･シリングを突破 し, 3,785ケニア
･シリングに達 しているのに達 して, 最低額 は
420ケニア ･シリングの者が2名いる.平均積立
て額は 1,232ケニア ･シリングだが,これを上回



























当初毎回供 されていた御茶 転 金 と時間の無駄 を
















土地 を借 りあげて,毎週 1回共同で農作業にあた
































次に,メンバーの分布 (図 9)と家族関係 (図
ll)を調べてみると,このグループの中核がタキ
テ ッチ ･コクウェットであることが明らかになる.
図 10によって,タキテッチ ･コクウェット内部 を
さらに詳 しく見てみよう.ここでは,婦人による
農作業のための基本的なモ リックが,地形などに
応 じて5つ形成 されてお り,カムゲノ ･コクウェ
ッ トの例 とは異な り,それらは半永続的なものと
なっていて,毎年組み換えられることはない.図
10の左上の区画は,現在の ｢コクウェットの筆頭









アラップ ･マ リンタニイの父アラップ ･キゲンの
図9 タキテッチ･グループのメンバーの分布


















出,書記 も彼の長男の嫁であ り一散アラップ ･パル
メンの末娘であるセ リナ ･ネボ ･ルー ト(メンバ
ー13)が勤めている.キブシギス族の人々は,煤
の実家が近いと妻が頻繁に実家に頼って両家の仲










のである.現在 50代半ばにあるアラップ ･マ リン
タニ イは,英 国アフリカ人 ライフル部隊47)の






ティが没 した後,アラップ ･マ リンタニイが 1人
でコクウェットの長老を勤めている.彼の声望は
タキテッチ ･コクウェットに限らず旧保留地側の






















































かに達成 して発展解消を繰 り返 し,最終的には個
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あるアラップ ･マ リンタニイは, タキテッチ ･グ





































































































ラップ ･ルー トが手書きで書写 したものを読んだ
























19) 直訳は ｢逗留の延期｣ といった意味になる.すな
わちモ リックよりも大規模な作業の意.






21) 1ケニア ･シリングは約 22-23円.
22) 講和 を意味する.
23) 私の隣人の1人は,妻が病に倒れた時に全 く独力

















































38) 老人達は,近頃の若い者は ｢結び｣ (ラテット)
はするが ｢結婚｣ (カ トウニスイエット)をしない
と往々にして嘆 く.















貨 (10セント貨 )3枚分だったため ｢(ペニー貨 )
3枚｣(マペ二 ･マタトゥ,Mapeni7natatu)がそ
の通称となったことによる.
44) キ70シギス族の人々は,現在の土地保有形式をリ
ザーブ,スキーム, ソサエティに分類 している.ケ
ニア政府は,旧白人入植地に各部族の人々を再入植
させるセ トルメント･スキームに関して,最初から
個人に一定規模の土地を分譲し,ローンを与えて経
営させる形式と,比較的低所得の層を対象にして,
最初は共同で管理運営させ,ローンを返済し終えた
段階で各人に土地を分与するコオペラティブ ･ソサ
エティの形式とを採用している.キブシギス族の人
々のいうスキームとは前者,ソサエティとは後者の
ことである.
45) 英名ではモーリシャス･トーンと呼ばれる鋭い刺
のある潅木は白人入植者がマダガスカルから導入し
たもので,キブシギスの土地の特徴的景観を作 り出
している,その後カレンジン語系諸族の間にも広が
り,キ70シギス語でチェ78コモン(ChePkomon)
と呼び習わされている.
46) 見取図は必ずしも各区画の面積を正確に示しては
いない.便宜的に,入植地側は旧保留地側に対 して
ほぼ1/5程度に縮小 してある.
47) King'sAfricanRiflesの試訳.KAR と略す
が,ケニアの人々はこれを託ってくKeya"と呼ぶ.
キ70シギス族の間では,KeyaはKAR のメンバー
として知られている人の仇名ともなる.因みに,キ
ブルー ト･アラッ7㌧ マリンタニイも他の名前より
もKeyaという仇名で最もよく人々に知られている･
48) 私のこうした指摘に対 して,女性自助組合運動の
ケリチョ･ディストリクト支部長マルタ･ネボ ･マ
セティは,男性政持家と結ぶこと, トラクター,バ
スなど男性の雇用機会を増すにすぎない物件の購入
等は,運動の自己否定や崩壊に繁 りかねないとして,
強く警告したいと述べた.
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women,sself-helpAssociationMovementamongtheKipslglSinKenya
Toru Koluna
Thispaperdescribesandanalyzestheintroductionofthewomen'svoluntBqySelf-helpassociationmovement
(MaendeLeoyaWanawakeMovement)anditsdevelopmentamongtheKJPSigispeopleintheKerichoDistrict,
Kenya,onthebasisoftheauthor'saeldresearch･
varietyofcooperativeworks,havingbeenpopularamongtheKipsiglS･aregeneralycalledkipagengein
theirlanguage･hKenya,theMaendeLeoyaWanawakeMovementwasfomledin1952sothatthewomenfolk
ケニアのキブシギス族における女性自助組合運動の展開 19
mighteconomicallymaintainthemselvesaridraisetheirstatusinthecommunities.TheMovementseemslohave
beenreceivedat丘rstasavariationofkipagengebytheKipslglS.lnotherwords,theKipsiglStried10
PositivelyrespondtotheMovement,modelinganddevelopLngltinthetraditionalparadigmofkipagenge･
h courseoftime,theKipslglSwoldkL'pagengehasbecometodenoteusuallythewomenlsself-support
associationmovementitself.
Thereareroughlytwotypesofkipagenge(kipagerlgeSL'ek,pl.)AOneisastrongcompany-likeassociation
fomedacrosstraditionalbasicsocialorganizationslikekokwet,whichisstiltherealbaseoftheKIPSiglSSevery-
daylife.SincethemembershipisbasedonindividualparticIPation,thistype ofkL'pagengeoftenlacksnuclear
familygroups,andisindependentofthetraditionalauthorities.ThistypeOfgrouptendstoappreciatenewtypes
ofpoliticalleaders.Theothertype retainsthemajortraitsofthetraditionalkL'pagengetoatainandmaintainthe
networkofdailycooperativeworksandfriendshipamongthemembersratherthanthepropergoaレ,e.women's
self-help,thattheMovementheadof丘ceadvocates･Themembersusualyhavestrongfamilialtieswithone
another,andoneortwonucleaLrfamilygroupsleadtheassociationundertheguidaJICeOfafamlyhead,whois
oftenofthetraditionallocalauthorities.
Consequently,kipagengeisrapidlybecominganewcoreofpoliticalaliance,inbothanoldfash10nand
aninnovativemanner,whileprovidingthewomenfolkwithposslbilityofaccesstopolitics,onbothlocal
andnationallevel,whichformerlyeventhemenfolklitledreaLmedof.
